
(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
一般式（１）
【化１】
　
　
　
　
　
　
（式中、Ｒ 1 は水素原子、炭素数１～１８の直鎖状アルキル基、炭素数１～１８の枝分か
れ鎖状アルキル基、炭素数１～１８の環状アルキル基、炭素数１～８のヒドロキシアルキ
ル基、炭素数２～２０のアルコキシアルキル基、炭素数１～８のハロゲン化アルキル基、
またはアリール基を表し、Ｒ 2 は水素原子、対イオン、またはメチル基、エチル基、ｎ－
ブチル基、２－エチルヘキシル基からなる群より選ばれるアルキル基を表し、Ｇは糖残基
を表す。）
で表される構造単位を含む架橋重合体からなることを特徴とする吸水性樹脂。
【請求項２】
上記架橋重合体は、アクリル酸系単量体と共重合可能な二重結合を２個以上有する化合物
、

10

20

JP 3580932 B2 2004.10.27



または、アクリル酸系単量体のカルボキシル基と反応しうる官能基を少なくとも２個以上
有する化合物
によって架橋されていることを特徴とする請求項１に記載の吸水性樹脂。
【請求項３】
粉粒状であることを特徴とする請求項１または２に記載の
【発明の詳細な説明】
【０００１】
【発明の属する技術分野】

生分解性を有する吸水性樹脂に関するものである。さらに詳しくは、水性液体
の吸水性能に優れ、かつ優れた生分解性を備える吸水性樹脂に関するものである。
【０００２】
【従来の技術】
近年、吸水性樹脂は、紙オムツや生理用品等の衛生材料としての利用のみならず、体液吸
収材等の医療分野、シーリング材（止水材）や結露防止剤等の土木・建築分野、鮮度保持
材等の食品分野、溶剤から水を除去する脱水材等の工業分野、緑化等の農業・園芸分野等
、非常に多種多様な分野に利用されている。そしてこれらの用途に応じた吸水性樹脂が種
々提案されている。
【０００３】
これら提案されている種々の吸水性樹脂のうち、一般に、ポリアクリル酸（塩）系の化合
物が吸水性能に優れ、かつ、安価であるため、幅広く用いられている。ところが、ポリア
クリル酸（塩）系の吸水性樹脂は、吸水状態では光分解性を若干備えるものの、生分解性
を殆ど備えていない。従って、該吸水性樹脂を廃棄物として処理する際に、例えば埋め立
て処分を行うと、土中の細菌や微生物等により分解されないので廃棄処分に難点を有して
いる。
【０００４】
一方、生分解性を有する吸水材としては、パルプや紙等のセルロース、デンプン、カルボ
キシメチルセルロース塩等の天然物が知られている。しかし、これらの天然物の吸水材は
、水に対する毛細管現象を利用したり増粘性を利用するため、外部から圧力がかかると吸
水力が低下するものであった。
【０００５】
そこで、生分解性を有し、かつ吸水力に優れた吸水性樹脂を製造する方法として、多糖類
をグラフト重合したり、架橋処理する方法が多く試みられている。例えば、多糖類に親水
性単量体をグラフト重合する方法（例えば、特開昭５６－７６４１９号公報に記載）、多
糖類そのものを架橋させる方法（例えば、特開昭５６－５１３７号公報等に記載）等が知
られている。また、後者の方法においては、多糖類としてセルロース誘導体を使用する方
法も数多く検討されている（例えば、特開昭５４－１６３９８１号公報等に記載）。
【０００６】
【発明が解決しようとする課題】
しかしながら、これらの多糖類やセルロース誘導体をグラフト重合或いは架橋処理する従
来の製造方法では、出発原料である多糖類やセルロース誘導体よりも生分解性の劣った吸
水性樹脂しか得られず、生分解性を高水準に維持しようとすれば吸水力の低下は避けられ
なかった。また、天然物を利用するため、出発原料の品質や生産量の安定性に大きな問題
を有し、多量に使用される吸水性樹脂には不適であった。
【０００７】
従って、ポリアクリル酸（塩）系の吸水性樹脂と同程度の優れた吸水力を有し、しかも天
然物と同等またはそれ以上の優れた生分解性を有する合成高分子の吸水性樹脂の出現が嘱
望されている。
【０００８】
本発明は、上記従来の課題を解決すべくなされたものであり、その目的は、吸水性能に優
れ、かつ優れた生分解性を有する吸水性樹脂を提供することにある。
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本発明は、



【０００９】
【課題を解決するための手段】
本発明者らは、上記課題を解決できる新規な吸水性樹脂を見いだし、本発明に到達した。
即ち、本発明者らは、糖残基を有するアクリル酸誘導体を含む単量体組成物を重合させて
なる架橋重合体からなる吸水性樹脂が、高い吸水性能を保持し、かつ優れた生分解性を有
することを見いだし、本発明を完成するに至った。
【００１０】
即ち、請求項１記載の発明の吸水性樹脂は、上記の課題を解決するために、一般式（１）
【００１１】
【化２】
　
　
　
　
　
　
【００１２】
（式中、Ｒ 1 は水素原子または炭素数１～１８の直鎖状アルキル基、炭素数１～１８の枝
分かれ鎖状アルキル基、炭素数１～１８の環状アルキル基、炭素数１～８のヒドロキシア
ルキル基、炭素数２～２０のアルコキシアルキル基、炭素数１～８のハロゲン化アルキル
基、またはアリール基を表し、Ｒ 2 は水素原子、対イオン、またはメチル基、エチル基、
ｎ－ブチル基、２－エチルヘキシル基からなる群より選ばれるアルキル基を表し、Ｇは糖
残基を表す。）
で表される構造単位を含む架橋重合体からなることを特徴としている。
【００１３】
請求項２記載の発明の吸水性樹脂は、上記の課題を解決するために、請求項１記載の吸水
性樹脂において、上記架橋重合体は、アクリル酸系単量体と共重合可能な二重結合を２個
以上有する化合物、または、アクリル酸系単量体のカルボキシル基と反応しうる官能基を
少なくとも２個以上有する化合物によって架橋されていることを特徴としている。
また、請求項３記載の発明の吸水性樹脂は、粉粒状であることを
【００１４】

本発明を詳しく説明する。
本発明にかかる吸水性樹脂は、前記一般式（１）で表される構造単位（以下、構造単位（
１）と記す）を含む架橋重合体からなっている。構造単位（１）は、一般式（１）中、Ｒ
1 で示される置換基が水素原子または有機残基で構成され、Ｒ 2 で示される置換基が水素
原子、対イオン、または有機残基で構成され、Ｇで示される置換基が糖残基で構成される
構造単位である。そして、上記吸水性樹脂のうちでも、Ｒ 1 で示される置換基が水素原子
であり、Ｒ 2 で示される置換基が水素原子、アルカリ金属、アンモニウム基、または有機
残基である構造単位（１）を含む吸水性樹脂がより好ましい。
【００１５】
本発明にかかる構造単位（１）を含む吸水性樹脂は、一般式（２）
【００１６】
【化３】
　
　
　
　
　
【００１７】
で表されるアクリル酸誘導体（以下、単にアクリル酸誘導体と称する）を含んでなる単量
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以下に



体組成物を重合させることにより得られる。
【００１８】
Ｒ 1 で示される置換基のうち、有機残基とは、具体的には、炭素数１～１８の直鎖状、枝
分かれ鎖状、若しくは環状のアルキル基；炭素数１～８のヒドロキシアルキル基；炭素数
２～２０のアルコキシアルキル基；炭素数１～８のハロゲン化アルキル基；アリール基を
示す。
【００１９】
上記Ｒ 2 で示される置換基のうち、対イオンとしては、アルカリ金属またはアンモニウム
基が好ましい。具体的には、例えば、リチウム、ナトリウム、カリウム、セシウム等のア
ルカリ金属；アンモニア、モノメチルアミン、ジメチルアミン、トリメチルアミン、トリ
エチルアミン等をプロトン化してなるアンモニウム基等が挙げられるが、特に限定される
ものではない。
【００２０】
また、上記Ｇで示される置換基とは、具体的には、全ての糖類、即ち、単糖やオリゴ糖、
多糖等の糖類を基本骨格とする末端にヘミアセタール水酸基を含有する全ての糖類から１
位の水酸基の水素原子が脱離した基、或いは、アルキル基とグリコシド結合した全ての糖
類から１位のアセタール基のアルキル基が脱離した基を示す。尚、上記糖類が有する１位
の水酸基以外の水酸基（またはアセタール基）は、その一部または全部がアセチル基等の
エステル結合、イソプロピリデン基等のアセタール結合、ブロモ基等のハロゲン原子等に
より保護されていてもよい。
【００２１】
上記糖類のうち、単糖としては、具体的には、例えば、グルコース、ガラクトース、マン
ノース、グルコサミン、ガラクトサミン、マンノサミン、Ｎ－アセチルグルコサミン、Ｎ
ーアセチルガラクトサミン、Ｎーアセチルマンノサミン等の六炭糖類；キシロース、リボ
ース、アラビノース等の五炭糖類等が挙げられる。また、オリゴ糖としては、具体的には
、例えば、マルトース、ラクトース、セロビオース、トレハロース、イソマルトース、ゲ
ンチオビオース、メリビオース、ラミナリビオース、キトビオース、キシロビオース、マ
ンノビオース、ソロホース等の２糖類；マルトトリオース、イソマルトトリオース、マン
ノトリオース、マンニノトリオース、マルトテトラオース、マルトペンタオース等が挙げ
られる。さらに、多糖としては、具体的には、例えば、セルロース、アミロース（デンプ
ン）、キチン、キトサン (chitosan)等が挙げられる。
【００２２】
本発明にかかるアクリル酸誘導体は、一般式（３）
【００２３】
【化４】
　
　
　
　
　
【００２４】
（式中、Ｒ 1 は水素原子または有機残基を表し、Ｒ 2 は水素原子、対イオン、または有機
残基を表す。）
で表されるアクリル酸エステル類と、上記ヘミアセタール水酸基を有する糖類、および／
または、糖残基を有する化合物であるアルキルグリコシドとを反応させることによって、
容易に得ることができる。
【００２５】
前記一般式（３）で表されるアクリル酸エステル類（以下、単にアクリル酸エステル類と
記す）は、特に限定されるものではないが、α－ヒドロキシアルキルアクリル酸エステル
であり、具体的には、例えば、メチル－α－ヒドロキシメチルアクリレート、エチル－α
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－ヒドロキシメチルアクリレート、ｎ－ブチル－α－ヒドロキシメチルアクリレート、２
－エチルヘキシル－α－ヒドロキシメチルアクリレート、メチル－α－（１－ヒドロキシ
エチル）アクリレート、エチル－α－（１－ヒドロキシエチル）アクリレート、ｎ－ブチ
ル－α－（１－ヒドロキシエチル）アクリレート、２－エチルヘキシル－α－（１－ヒド
ロキシエチル）アクリレート等のアルキル－α－ヒドロキシアルキルアクリレート類が挙
げられる。これらアクリル酸エステル類は、一種類のみを用いてもよく、また、二種類以
上を適宜混合して用いてもよい。
【００２６】
上記アクリル酸エステル類の製造方法は、特に限定されるものではない。上記アクリル酸
エステル類は、従来公知の方法、例えば、相当するアクリレート化合物とアルデヒド化合
物とを塩基性イオン交換樹脂等の触媒の存在下で反応させる（特開平６－１３５８９６号
公報等）ことにより、容易に得ることができる。
【００２７】
ヘミアセタール水酸基を有する糖類は、特に限定されるものではないが、具体的には、例
えば、上記の糖類、即ち、単糖やオリゴ糖、多糖等の糖類を基本骨格とする末端にヘミア
セタール水酸基を含有する全ての糖類が挙げられる。該糖類は、一種類のみを用いてもよ
く、また、二種類以上を適宜混合して用いてもよい。
【００２８】
尚、本発明に使用される糖残基を持つアクリル酸誘導体の製造方法は、特に限定されるも
のではなく、例えば、上記アクリル酸エステル類と、ヘミアセタール水酸基を有する糖類
および／またはアルキルグリコシドとを酸触媒の存在下で反応させることにより容易に得
ることができる。
【００２９】
本発明にかかる吸水性樹脂は、構造単位（１）に加えて、一般式（４ )
【００３０】
【化５】
　
　
　
　
　
　
　
【００３１】
（式中、Ｒ 3 は水素原子またはメチル基を表し、Ｒ 4 は水素原子、アルカリ金属またはア
ンモニウム基を表す。）
で表される構造単位（以下、構造単位（４）と記す）をさらに含んでいてもよい。これに
より、吸水性樹脂の吸水性能をさらに向上させることができる。
【００３２】
吸水性樹脂が構造単位（４）を含む場合、構造単位（１）および構造単位（４）の合計量
に対する構造単位（４）の量は、９９．９モル％未満であるのが好ましい。構造単位（４
）の量が９９．９モル％以上、即ち、構造単位（１）の量が０．１モル％未満であると、
吸水性樹脂に充分な生分解性を付与することができなくなる恐れがある。
【００３３】
また、吸水性樹脂は、さらに他の構造単位を含んでいてもよいが、構造単位（１）および
構造単位（４）の合計量は、吸水性樹脂の全構造単位に対して、 90モル％以上であるのが
好ましい。構造単位（１）および構造単位（４）の合計量が 90モル％未満であると、吸水
性樹脂に充分な生分解性を付与することができなくなったり、吸水性能が低下する恐れが
ある。
【００３４】
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構造単位（４）をさらに含む吸水性樹脂は、一般式（５）
【００３５】
【化６】
　
　
　
　
　
【００３６】
（式中、Ｒ 3 は水素原子またはメチル基を表し、Ｒ 4 は水素原子、アルカリ金属またはア
ンモニウム基を表す。）
で表されるアクリル酸系単量体（以下、単にアクリル酸系単量体と記す）を前記アクリル
酸誘導体と共重合させることによって得られる。
【００３７】
即ち、構造単位（１）と構造単位（４）とを含む吸水性樹脂は、構造単位（１）を形成す
べきアクリル酸誘導体と、構造単位（４）を形成すべきアクリル酸系単量体とを含む単量
体組成物を重合させることにより製造することができる。
【００３８】
上記アクリル酸系単量体としては、（メタ）アクリル酸を部分中和してなる部分中和物が
好ましい。尚、「（メタ）アクリル」とは、メタクリルおよび／またはアクリルを指すも
のであり、以下の説明においても同様である。
【００３９】
（メタ）アクリル酸の部分中和物は、（メタ）アクリル酸が有するカルボキシル基の一部
が、アルカリ金属塩またはアンモニウム塩に中和されているものである。上記部分中和物
の中和率、即ち、全カルボキシル基に対するアルカリ金属塩またはアンモニウム塩に中和
されたカルボキシル基の割合は、５０～９５モル％の範囲内であることが好ましく、６０
～９０モル％の範囲内であることがより好ましい。従って、好ましい（メタ）アクリル酸
の部分中和物は、５～５０モル％の（メタ）アクリル酸と、５０～９５モル％の（メタ）
アクリル酸のアルカリ金属塩（Ｒ 4 ＝アルカリ金属）および／またはアンモニウム塩（Ｒ
4 ＝アンモニウム基）とからなる混合物である。（メタ）アクリル酸の部分中和物の中和
度は、上記範囲内に限定されることはないが、中和度が５０モル％未満であると、得られ
る吸水性樹脂の吸水性能が低下する恐れがある。
【００４０】
（メタ）アクリル酸の中和に用いるアルカリ金属塩としては、具体的には、アルカリ金属
水酸化物や重炭酸塩等が使用可能であるが、アルカリ金属水酸化物が特に好ましい。アル
カリ金属水酸化物の具体例としては、水酸化ナトリウム、水酸化カリウム、水酸化リチウ
ム等が挙げられる。これら例示のうちでも、得られる吸水性樹脂の性能や価格等の面から
、水酸化ナトリウム、水酸化カリウムが好ましい。
【００４１】
本発明にかかる吸水性樹脂の製造方法においては、単量体組成物を重合させるとともに架
橋させるが、その方法については、特に制限はない。架橋の方法としては、例えば、前記
の単量体組成物を重合させることで水溶性樹脂を生成させた後、さらに重合中や重合後に
架橋剤を添加して水溶性樹脂を架橋させる方法；ラジカル重合開始剤を添加して上記水溶
性樹脂を架橋させるラジカル架橋；電子線等を照射して上記水溶性樹脂を架橋させる放射
線架橋等が挙げられる。
【００４２】
架橋剤を添加する方法については、予め架橋剤を単量体組成物に添加して重合反応を行う
方法；単量体組成物の重合反応を開始した後、重合反応中に架橋剤を添加する方法；単量
体組成物の重合反応を行った後、反応系に架橋剤を添加し、引き続いて架橋反応を行う方
法；単量体組成物の重合反応を行った後、得られた水溶性樹脂を取り出して、水溶性樹脂
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と架橋剤とを混合する方法等が挙げられる。性能の優れた吸水性樹脂を生産性良く得るた
めには、予め所定量の架橋剤を単量体組成物に添加して重合を行い、重合と同時または重
合後に架橋反応させて架橋させる方法が、最も好ましい。
【００４３】
架橋に用いられる架橋剤としては、単量体組成物に含まれるアクリル酸誘導体、アクリル
酸系単量体等と共重合可能な二重結合を２個以上有する化合物；カルボキシル基と反応し
うる官能基を少なくとも２個以上有する化合物等を用いることができる。
【００４４】
上記架橋剤のうち、アクリル酸誘導体等と共重合可能な二重結合を２個以上有する化合物
としては、例えば、エチレングリコールジ（メタ）アクリレート、ジエチレングリコール
ジ（メタ）アクリレート、ポリエチレングリコールジ（メタ）アクリレート、プロピレン
グリコールジ（メタ）アクリレート、ポリプロピレングリコールジ（メタ）アクリレート
、グリセリントリ（メタ）アクリレート、トリメチロールプロパントリ（メタ）アクリレ
ート、 N,N'－メチレンビス（メタ）アクリルアミド、ジアリルフタレート、ジアリルマレ
ート、ジアリルテレフタレート、トリアリルシアヌレート、トリアリルイソシアヌレート
、トリアリルホスフェート等が挙げられる。
【００４５】
上記架橋剤のうち、カルボキシル基と反応しうる官能基を少なくとも２個以上有する化合
物としては、エチレングリコール、ジエチレングリコール、プロピレングリコール、トリ
エチレングリコール、テトラエチレングリコール、ポリエチレングリコール、プロピレン
グリコール、１，３－プロパンジオール、ジプロピレングリコール、２，２，４－トリメ
チル－１，３－ペンタジオール、ポリプロピレングリコール、グリセリン、ポリグリセリ
ン、２－ブテン－１，４－ジオール、１，４－ブタンジオール、１，５－ペンタンジオー
ル、１，６－ヘキサンジオール、１，２－シクロヘキサンジメタノール、１，２－シクロ
ヘキサノール、トリメチロールプロパン、ジエタノールアミン、トリエタノールアミン、
ポリオキシプロピレン、オキシエチレンオキシプロピレンブロック共重合体、ペンタエリ
スリトール、ソルビトール等の多価アルコール化合物；エチレングリコールジグリシジル
エーテル、ポリエチレンジグリシジルエーテル、グリセロールポリグリシジルエーテル、
ジグリセロールポリグリシジルエーテル、ポリグリセロールポリグリシジルエーテル、プ
ロピレングリコールジグリシジルエーテル、ポリプロピレングリコールジグリシジルエー
テル、グリシドール等のエポキシ化合物；エチレンジアミン、ジエチレントリアミン、ト
リエチレンテトラミン、テトラエチレンペンタミン、ペンタエチレンヘキサミン、ポリア
ミドポリアミンポリエチレンイミン等の多価アミン化合物、並びに、それら多価アミンと
ハロエポキシ化合物との縮合物；２，４－トリレンジイソシアネート、ヘキサメチレンジ
イソシアネート等の多価イソシアネート化合物；１，２－エチレンビスオキサゾリン等の
多価オキサゾリン化合物；γ－グリシドキシプロピルトリメトキシシラン、γ－アミノプ
ロピルトリメトキシシラン等のシランカップリング剤；１，３－ジオキソラン－２－オン
、４－メチル－１，３－ジオキソラン－２－オン、４，５－ジメチル－１，３－ジオキソ
ラン－２－オン、４，４－ジメチル－１，３－ジオキソラン－２－オン、４－エチル－１
，３－ジオキソラン－２－オン、４－ヒドロキシメチル－１，３－ジオキソラン－２－オ
ン、１，３－ジオキサン－２－オン、４－メチル－１，３－ジオキサン－２－オン、４，
６－ジメチル－１，３－ジオキサン－２－オン、１，３－ジオキソパン－２－オン等のア
ルキレンカーボネート化合物；エピクロロヒドリン、エピブロムヒドリン、α－メチルエ
ピクロロヒドリン等のハロエポキシ化合物；亜鉛、カルシウム、マグネシウム、アルミニ
ウム、鉄、ジルコニウム等の多価金属の水酸化物あるいは塩化物等が挙げられる。これら
架橋剤は、それぞれ単独で用いてもよく、二種以上の混合物として用いてもよい。
【００４６】
架橋剤の使用量については、特に限定されるものではなく、架橋剤の種類、アクリル酸誘
導体の種類や量等に応じて適宜選択すればよい。
【００４７】
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本発明にかかる単量体組成物は、さらに他の単量体として親水性の共重合性単量体や疎水
性の共重合性単量体を含んでいてもよい。
【００４８】
親水性の共重合性単量体としては、分子内に重合性の二重結合を有する親水性の単量体を
用いることができる。具体的には、例えば、（メタ）アクリルアミド、Ｎ－エチル（メタ
）アクリルアミド、Ｎ－ｎ－プロピル（メタ）アクリルアミド、Ｎ－イソプロピル（メタ
）アクリルアミド、Ｎ，Ｎ－メチル（メタ）アクリルアミド、２－ヒドロキシエチル（メ
タ）アクリレート、２－ヒドロキシプロピル（メタ）アクリレート、メトキシポリエチレ
ングリコール（メタ）アクリレート、ポリエチレングリコールモノ（メタ）アクリレート
、ビニルピリジン、Ｎ－ビニルピロリドン、Ｎ－アクリロイルピペリジン、Ｎ－アクリロ
イルピロリジン等のノニオン性の親水性単量体；Ｎ，Ｎ－ジメチルアミノエチル（メタ）
アクリレート、Ｎ，Ｎ－ジエチルアミノエチル（メタ）アクリレート、Ｎ，Ｎ－ジメチル
アミノプロピル（メタ）アクリレート、Ｎ，Ｎ－ジメチルアミノプロピル（メタ）アクリ
ルアミドおよびその四級塩等のカチオン性の親水性単量体等が挙げられる。これら例示の
親水性単量体の中でも、メトキシポリエチレングリコール（メタ）アクリレート、Ｎ，Ｎ
－ジメチルアミノエチル（メタ）アクリレートおよびその四級塩、（メタ）アクリルアミ
ドが好ましい。尚、親水性単量体として、メチル（メタ）アクリレート、エチル（メタ）
アクリレート、酢酸ビニル等のように、重合後に官能基の加水分解によって親水性官能基
を生成する単量体を用いて吸水性樹脂を形成してもよい。これら親水性単量体は、それぞ
れ単独で用いてもよく、二種以上の混合物として用いてもよい。
【００４９】
疎水性の共重合性単量体としては、例えば、スチレン、塩化ビニル、ブタジエン、イソブ
テン、エチレン、プロピレン、ステアリル（メタ）アクリレート、ラウリル（メタ）アク
リレート等が挙げられる。これら疎水性単量体は、それぞれ単独で用いてもよく、二種以
上の混合物として用いてもよい。
【００５０】
また、本発明にかかる吸水性樹脂の製造方法においては、単量体組成物を重合させる際に
、水溶性連鎖移動剤、親水性高分子等の他の化合物を共存させてもよい。
【００５１】
上記水溶性連鎖移動剤としては、例えば、次亜燐酸塩、チオール類、チオール酸類等が挙
げられる。上記親水性高分子としては、例えば、澱粉、セルロース、ポリビニルアルコー
ル、ポリアクリル酸、ポリアクリル酸塩架橋体等が挙げられる。
【００５２】
本発明において、単量体組成物の重合を行うに際して、バルク重合や沈殿重合を行うこと
も可能であるが、性能面や重合の制御の容易さから、単量体組成物を溶媒に溶解し、溶液
として重合を行うことが好ましい。重合に用いる溶媒としては、単量体組成物が溶解する
液体ならば特に制限がなく、例えば、水、メタノール、エタノール、アセトン、ジメチル
ホルムアミド、ジメチルスルホキシド等が挙げられるが、水または水性溶媒が特に好まし
い。尚、単量体組成物の濃度は飽和濃度を超えてもかまわないが、通常、２０重量％～飽
和濃度の範囲内が好ましく、２５～５０重量％の範囲内がさらに好ましい。単量体組成物
の濃度が高すぎると、吸水性樹脂の諸物性の低下等がみられる場合がある。また、単量体
組成物の溶液のｐＨは、特に限定されないが、４以上に調節されていることが、好ましい
。単量体組成物の溶液のｐＨが４未満であると、得られる吸水性樹脂の生分解性が低下す
る場合がある。
【００５３】
本発明における単量体組成物の重合方法としては、例えば、ラジカル重合開始剤を用いる
ラジカル重合、放射線重合、電子線重合、光増感剤による紫外線重合等を挙げることがで
きるが、性能のより一層優れた吸水性樹脂を得るためには、ラジカル重合開始剤を用いる
ラジカル重合が好ましい。ラジカル重合の方法としては、例えば、型枠の中で行う鋳型重
合、ベルトコンベアー上での重合、含水ゲル状重合体を細分化しながら行う重合等の各種
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水溶液重合、逆相懸濁重合、逆相乳化重合、沈殿重合、バルク重合等の公知の重合方法が
挙げられるが、逆相懸濁重合または水溶液重合が、特に好ましい。
【００５４】
単量体組成物の重合反応は、連続重合で行ってもよく、回分式重合で行ってもよい。重合
温度は、重合初期およびピークを除けば、実質的に０～１００℃の範囲に保たれることが
好ましい。また、重合時の圧力は、減圧、加圧、常圧のいずれであってもよい。
【００５５】
ラジカル重合開始剤としては、例えば、過硫酸カリウム、過硫酸アンモニウム、過硫酸ナ
トリウム等の過硫酸塩；ｔ－ブチルハイドロパーオキサイド、クメンハイドロパーオキサ
イド等の有機過酸化物；過酸化水素；２，２’－アゾビス（２－アミジノプロパン）二塩
酸塩等のアゾ化合物；亜塩素酸塩、次亜塩素酸塩、第二セリウム塩、過マンガン酸塩等公
知の重合開始剤が挙げられる。これらの中でも、過硫酸塩、過酸化水素、アゾ化合物が好
ましい。また、過硫酸塩、過酸化水素、アゾ化合物等の酸化性ラジカル重合開始剤を用い
る場合、亜硫酸塩、亜硫酸水素塩、Ｌ－アスコルビン酸等の還元剤を併用してもよい。さ
らに、アゾ化合物等を用いる場合には、紫外線を併用して紫外線重合を同時に行ってもよ
い。
【００５６】
尚、これらラジカル重合開始剤は、重合反応系に一括添加してもよいし、逐次添加しても
よい。また、ラジカル重合開始剤の使用量は、単量体組成物に対して、通常０．００１～
２モル％であることが好ましく、０．０１～１モル％であることがより好ましい。
【００５７】
本発明において、含水ゲル状重合体を乾燥する方法としては、従来公知の方法を採用する
ことができる。例えば、減圧乾燥機、箱形乾燥機、通気型乾燥機、通気バンド乾燥機、通
気堅型乾燥機、回転乾燥機等の乾燥機を用いて乾燥すればよい。
【００５８】
含水ゲル状重合体を乾燥する際の乾燥温度は、従来公知の乾燥方法と同様の温度でよいが
、５０℃～２５０℃の範囲内が好ましく、８０℃～２００℃の範囲内がより好ましい。２
５０℃を越える温度では、吸水性樹脂の劣化、分解が起こることがある。５０℃よりも低
い温度では、乾燥に長時間を要するため生産性が低下するので好ましくない。
【００５９】
本発明にかかる製造方法において、粉粒状の吸水性樹脂を製造する場合には、上記含水ゲ
ル状重合体を乾燥した後、得られた乾燥物を粉砕すればよい。上記乾燥物を粉砕する方法
としては、従来公知の粉砕方法を採用することができる。例えば、高速回転式粉砕機（ピ
ンミル、ハンマーミル等）、スクリューミル（コーヒーミル）、ロールミル等の粉砕機を
用いて粉砕すればよい。
【００６０】
以上のように、本発明にかかる吸水性樹脂は、糖残基を持つ構造単位（１）を含む架橋重
合体からなっている。
【００６１】
上記構成によれば、吸水性樹脂は、吸水性能に優れるとともに、糖残基を持つことにより
、土中の細菌や微生物等により容易に分解され、優れた生分解性を有している。このため
、上記吸水性樹脂は、土中に埋めるだけで分解されるので、廃棄処分が簡単であり、環境
汚染等を防止することができる。
【００６２】
【実施例】
以下、実施例および比較例により、本発明をさらに詳細に説明するが、本発明はこれらに
より何ら限定されるものではない。尚、吸水性樹脂の諸性能は、以下の方法で測定した。
また、実施例および比較例に記載の「部」は、「重量部」を示し、「％」は、「重量％」
を示している。
（ａ）吸水倍率
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吸水性樹脂  0.2ｇを不織布製のティーバッグ式袋（ 40mm× 150 mm）に均一に入れ、  0.9％
塩化ナトリウム水溶液（生理食塩水）中に浸漬した。 60分後にティーバッグ式袋を引き上
げ、一定時間水切りを行った後、ティーバッグ式袋の重量Ｗ 1　 (ｇ ) を測定した。また、
同様の操作を吸水性樹脂を用いないで行い、そのときのティーバッグ式袋の重量Ｗ 0　 (ｇ
) を測定した。そして、これら重量Ｗ 1 、Ｗ 0 から、次式、
吸水倍率  (g/g)＝（重量Ｗ 1(ｇ ) －重量Ｗ 0(ｇ ) ）／吸水性樹脂重量（ｇ）
に従って吸水倍率  (g/g)を算出した。
（ｂ）生分解率
生分解試験は、修正ＭＩＴＩ (Ministry of International Trade and Industry)試験に従
って実施した。即ち、ＪＩＳ　Ｋ－０１０２における生物化学酸素消費量の項に規定され
ている組成液である基礎培養液  300mlに、試験物質としての吸水性樹脂を  100 ppmとなる
ように添加すると共に、化学品検査協会の標準汚泥を 30 ppmとなるように添加した。その
後、この基礎培養液を暗所下で 25℃に保ち、撹拌しながら 28日間にわたって培養した。そ
して、上記培養期間中、活性汚泥により消費された酸素量を定期的に測定し、生物化学的
酸素要求量（ＢＯＤ： Biochemical Oxygen Demand)曲線を求めた。生分解率（％）は、上
記のＢＯＤ曲線から得られる試験物質（吸水性樹脂）の生物化学的酸素要求量Ａ (mg)と、
ＢＯＤ曲線から得られるブランク、つまり、基礎培養液の酸素消費量Ｂ (mg)と、試験物質
を完全酸化させる場合に必要な全酸素要求量（ＴＯＤ： Total Oxygen Demand)Ｃ (mg)とか
ら、次式、
生分解率（％）＝｛（Ａ－Ｂ）／Ｃ｝×  100
に従って算出した。
【００６３】
〔実施例１〕
溶媒としての蒸留水  146部に、糖残基を持つアクリル酸誘導体としてのエチル－α－グル
コシドメチルアクリレート 50％水溶液  186部、架橋剤としてのポリエチレングリコールジ
アクリレート 0.01部を溶解させることにより、単量体組成物の溶液としてのモノマー水溶
液  332部を調製した。モノマー水溶液中の全モノマー濃度（単量体組成物の濃度）は、 28
％であった。
【００６４】
このモノマー水溶液に、重合開始剤としての過硫酸ナトリウム 10％水溶液  2.3部およびＬ
－アスコルビン酸１％水溶液  2.3部を添加し、窒素雰囲気中、 30℃で静置重合させてゲル
状含水ポリマーを得た。この含水ポリマーを、減圧乾燥機を用いて 30mmHgの減圧度、 50℃
で５時間加熱することにより、乾燥物とした。この乾燥物を、振動ミルを用いて粉砕し、
吸水性樹脂を得た。得られた吸水性樹脂の吸水倍率、および、生分解率（以下、諸性能と
記す）を測定した。これらの値（以下、単に結果と記す）を表１に合わせて記載した。
〔実施例２〕
糖残基を持つアクリル酸誘導体として、エチル－α－グルコシドメチルアクリレート 50％
水溶液の代わりにα－グルコシドメチルアクリル酸ナトリウム 50％水溶液を用いる以外は
実施例１と同様の反応を行って、吸水性樹脂を得た。得られた吸水性樹脂の諸性能を測定
した結果を表１に合わせて記載した。
【００６５】
〔実施例３〕
溶媒としての蒸留水  618部に、アクリル酸系単量体としてのアクリル酸 15部およびアクリ
ル酸ナトリウム 37％水溶液  160部、糖残基を持つアクリル酸誘導体としてのエチル－α－
グルコシドメチルアクリレート 50％水溶液 16部、架橋剤としてのポリエチレングリコール
ジアクリレート 0.03部を溶解させることにより、モノマー水溶液  809部を調製した。モノ
マー水溶液中の全モノマー濃度は、 10％であった。
【００６６】
この水溶液に、重合開始剤としての２，２’－アゾビス（２－アミジノプロパン）ジヒド
ロクロリド（和光純薬工業株式会社製：商品名「Ｖ－５０」） 10％水溶液  1.7部を添加し
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、窒素雰囲気中、 30℃で静置重合させてゲル状含水ポリマーを得た。この含水ポリマーを
、減圧乾燥機を用いて 30mmHgの減圧度、 50℃で５時間加熱することにより、乾燥物とした
。この乾燥物を振動ミルを用いて粉砕し、吸水性樹脂を得た。得られた吸水性樹脂の諸性
能を測定した結果を表１に合わせて記載した。
【００６７】
〔実施例４〕
溶媒としての蒸留水の量を  618部から  264部に変更し、エチル－α－グルコシドメチルア
クリレート 50％水溶液の量を 16部から 37部に変更する以外は実施例３と同様の反応を行っ
て吸水性樹脂を得た。得られた吸水性樹脂の諸性能を測定した結果を表１に合わせて記載
した。
【００６８】
〔実施例５〕
糖残基を持つアクリル酸誘導体としてエチル－α－グルコシドメチルアクリレート 50％水
溶液の代わりにα－グルコシドメチルアクリル酸ナトリウム 50％水溶液を用いる以外は実
施例３と同様にして、吸水性樹脂を得た。得られた吸水性樹脂の諸性能を測定した結果を
表１に合わせて記載した。
【００６９】
〔実施例６〕
糖残基を持つアクリル酸誘導体としてエチル－α－グルコシドメチルアクリレート 50％水
溶液の代わりにα－グルコシドメチルアクリル酸ナトリウム 50％水溶液を用いる以外は実
施例４と同様にして吸水性樹脂を得た。得られた吸水性樹脂の諸性能を測定した結果を表
１に合わせて記載した。
【００７０】
〔比較例１〕
撹拌機、還流冷却器、滴下ロート、および窒素ガス吹き込み管を取り付けた２Ｌの四ツ口
丸底フラスコを反応器とした。この反応器に、シクロヘキサン 1150ml、および、エチルセ
ルロース（ハーキュリーズ社製：商品名「エチルセルロースＮ－２００」）  9.0ｇを仕込
んだ。次いで、反応系に窒素ガスを吹き込んで溶存酸素を追い出した後、反応液を 75℃に
昇温させた。
【００７１】
一方、別の容器中で、 98％水酸化ナトリウム 65.8ｇをイオン交換水  200ｇに溶解させて水
酸化ナトリウム水溶液を調製した。そして、さらに別のフラスコにアクリル酸  150ｇを入
れ、フラスコを冷却しながら、上記の水酸化ナトリウム水溶液を添加してアクリル酸を中
和し、アクリル酸ナトリウム水溶液を得た。アクリル酸ナトリウム水溶液の濃度は 45％で
あった。次いで、このアクリル酸ナトリウム水溶液に、重合開始剤である過硫酸カリウム
 0.5ｇおよび架橋剤であるＮ，Ｎ’－メチレンビスアクリルアミド 0.25ｇを添加した。ア
クリル酸に対する重合開始剤の割合は、  0.1％であった。そして、水溶液に、窒素ガスを
吹き込んで溶存酸素を追い出した。
【００７２】
この水溶液を上記の滴下ロートに入れ、１時間かけて該水溶液を、 75℃に昇温させた反応
液に滴下して重合反応を行った。滴下終了後、反応液を 75℃に保ちながら、１時間反応を
続けた。そして、反応終了後、シクロヘキサンを減圧下に留去し、膨潤ポリマーを取り出
した。さらに、得られた膨潤ポリマーを、 80℃～  100℃で減圧乾燥することにより、比較
用の吸水性樹脂を得た。得られた比較用吸水性樹脂の諸性能を測定した。結果を表１に合
わせて記載した。
【００７３】
〔比較例２〕
撹拌機、温度計、および窒素ガス吹き込み管を取り付けた反応器に、トウモロコシデンプ
ン 50部および水  300部を仕込んだ。この反応液を、窒素気流下、 50℃で１時間撹拌した。
続いて、反応液を 30℃に冷却した後、アクリル酸 20部、アクリル酸ナトリウム 80部、架橋
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剤であるＮ，Ｎ’－メチレンビスアクリルアミド 0.04部、および、重合開始剤である過硫
酸アンモニウム  0.1部および亜硫酸水素ナトリウム 0.01部を添加して重合を開始した。そ
して、反応温度 30℃～ 80℃で４時間反応させた後、含水ゲル重合体を取り出した。
【００７４】
得られた含水ゲル重合体を、  120℃で熱風乾燥した。次いで、乾燥物を粉砕して、デンプ
ングラフト重合体からなる比較用の吸水性樹脂を得た。得られた比較用吸水性樹脂の諸性
能を測定した。結果を表１に合わせて記載した。
【００７５】
【表１】
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
【００７６】
実施例１～実施例６および比較例１～比較例２の結果から明らかなように、本実施例にか
かる吸水性樹脂は、従来の吸水性樹脂と比較して、吸水性能である吸水倍率、および、生
分解性の両方に優れていることがわかった。
【００７７】
【発明の効果】
本発明の構成によれば、吸水性樹脂は、糖残基を持つことにより、吸水性能および生分解
性の両方に優れるという効果を奏する。このため、上記吸水性樹脂は、廃棄処分が簡単で
あり、かつ、安全性に優れ、環境汚染等の環境衛生問題を引き起こすことを防止すること
ができるという効果を奏する。さらに、上記の吸水性樹脂から得られる吸水性物品は、土
中の細菌や微生物等により分解可能な生分解性を有しているので、土中に埋めるだけで分
解されるという効果を奏する。
【００７８】
本発明の吸水性樹脂は、紙オムツや生理用品等の衛生材料等の衛生分野としての利用のみ
ならず、例えば、医療分野、土木・建築分野、食品分野、工業分野、農業・園芸分野等、
非常に多種多様な分野に利用することができ、油水分離材、廃液吸収材、防振材、防音材
、家庭用雑貨品、玩具、人工雪等として利用することができる。
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